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年の初めに 
 

新たな年が始まり、皆様はどんなことを願いましたか。私は、「今年が穏やかに過ご
せるよう」、中でも「新型コロナウイルス感染症の蔓延が収まり、みんなが安心して暮ら
せるように」と、年の初めに願いました。 
さて、年の初めにちなんだことわざが、いくつかありましたので、ここでご紹介した

いと思います。 

 
「初夢」 
新しい年を迎えて初めてみる夢であって、その吉凶で運勢を判断す

る風習が室町時代から存在していたそうです。以前は節分の夜（立春
の朝）の夢を指していましたが、現在は１月２日の夜に見る夢を指し
ています。 
初夢の中では、一富士・二鷹・三茄子を縁起の良い夢の代表とされ

ていますが、この諺が一般的に使われ始めたのは江戸時代で、謂れに
ついては諸説あるようですが、駿河の国（現在の静岡県）の名物を順
にあげたとする説が最も有力とのことでした。 

 
「１年の計は元旦にあり」 
このことわざは、中国由来の説と日本由来の説があるそうですが、日本

では毛利元就が語ったとされている「一年の計は春にあり、一月の計は朔
にあり、一日の計は鶏鳴にあり」があげられます。この言葉にある朔は
「ついたち」と読み、月初めの日のこと、また鶏鳴は「けいめい」と読み、
一番鶏が鳴く早朝のことを指す言葉だそうです。 
そして、この言葉の意味するところは、1年、1月、1日、それぞれの最

初の時こそが、計画を立てるべき時であるということを言ったもので、何
事も最初が肝心であるという戒めを指しているのだそうです。 

 
「書き初め」 
古くから日本で行われてきた伝統的な年中行事の１つで、１年の抱負や

計画、おめでたい言葉を認め、目標成就や新年をお祝いする意味が込めら
れています。 

起源は平安時代と古く、年始に宮中で行われていて、江戸時代には庶民
の間にも広がりました。その後、明治時代に入ると学校の書道教育にも取
り入れられ、現在に知られる習慣として定着していきました。一般的に
は、新年の１月２日の“事始め”に行い、15日前後の小正月まで飾ってお

き、ほかのお正月飾りとともに「どんど焼き」等で炊き上げるということ
です。この時、炎や燃えかすが高く舞い上がると、字が上達すると言われ
ています。 
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今号は、小学部Ａ部門、高等部Ａ部門の修学旅行特集です。 

 

小学部Ａ部門 八景島シーパラダイス  12月９日（木） 

 シーパラダイスに到着すると、シータ君と記念写真を撮ってからアクアミュージアムへ

行きました。色彩豊かな熱帯魚たちだけでなく、ペンギンやアザラシなど、目の前をあっ

という間に泳ぐ様子に、みんな目が離せませんでした。セイウチはとても大きな体が大迫

力！ふんわりと泳ぐクリオネは愛らしい小ささ。ドルフィンファンタジーでは、自分たち

の頭上や横を自由自在に泳ぎ回るイルカの速さに興奮したり、ゆーっくりと泳ぐマンボウ

のノンビリさに癒されたりもしました。色彩、大きさ、速さ、ゆったりな動きなど、さま

ざまな楽しみに溢れていました。ごはんを食べた後は、お楽しみのショッピング。海の生

き物が可愛くデザインされた靴下や帽子、ヘアアクセサリ、お菓子、風船など、思い思い

のお土産を選びました。 

 

 

 

 

 

高等部Ａ部門 鎌倉大仏、新江ノ島水族館 12月17日（金） 

 冬晴れが続く中、天気予報はこの日だけなぜか☂マーク！しかしみんなの願いが通じ

たのか、貸し切りバスに乗り、鎌倉に着く頃には薄日が差してきて、むしろ風情のある鎌

倉散策となりました。本物の大仏はやはり大きい！みんな首を上に向けて大仏の周りを歩

きました。記念撮影は大仏が大きくて、みんなと一緒に写るのが大変…。次はお楽しみ和

風料亭での昼食、琴のBGMが流れる中、いつもと違う優雅な空間で、それぞれのメニュー

に舌鼓、和風のお弁当はいろいろな具があってちょっと豪華でしたね。午後は湘南の海を

バスから眺めながら新江の島水族館へ。予め見たい生き物を調べておき、目指す水槽など

に行きました。チンアナゴのユーモラスな動き、巨大なダンゴムシのようなオオグソクム

シ、可愛いペンギンやカワウソ、癒されるカピバラなどとの出会いを楽しみ、最後にお土

産をたっぷり買い込み、夕暮れの鎌倉、江ノ島をあとにしました。 

 

 

修学旅行② 


